
皇
室
事
項

官
庁
報
告

公

告

平成™š年 月™Ÿ日 水曜日 第œ�›Ÿ号官 報

笹
谷

敏
彦

千
葉
太
智
衛

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

大
塚

光
雄

酒
井

清
市

真
鍋

吉
照

吉
村

彰
和

和
田

昭
司

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

徳
永

泰
男

永
沼

端

橋
本

佳
人

林

憲
司

山
口

武
夫

横
塚

正
七

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

遠
藤

徳
彌

正
八
位
に
叙
す
る
（
以
上
八
月
二
十
四
日
）

中
塚

好
昭

従
五
位
に
叙
す
る

宮
路

清
純

正
六
位
に
叙
す
る

日
置

廣
士

雪
本

義
三

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
八
月
二
十
五
日
）

鈴
木

和
夫

従
四
位
に
叙
す
る

正
七
位

木
村

芳
郎

従
五
位
に
叙
す
る

長
谷
川
滿
吉

正
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
八
月
二
十
六
日
）

西
村

眞
吉

正
六
位
に
叙
す
る
（
八
月
二
十
八
日
）

諸

事

項工
場
財
団

相
続
財
産
管
理
人
の
選
任

次
の
被
相
続
人
に
つ
い
て
、
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
で
な
い
の
で
、
そ
の
相
続
財
産
の
管
理
人
を
次
の
と

お
り
選
任
し
た
。

〇
叙
勲

濱
口

隆
次

旭
日
小
綬
章
を
授
け
る

落
合

徳
次

中
本

成
美

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
八
月
十
九
日
）

小
林

一
雄

清
水

重
光

鈴
木

重
信

辻

喜
代
門

森
崎

杉
義

（
福
島
県
会
津
美
里
町
議
会
議
員
）

横
山

功

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
八
月
二
十
日
）

荒
明

兵
衛

荒
木

隆

北
本

猛

澁
谷

亨

武
田

博

村
山

太
造

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
八
月
二
十
一
日
）

（
東
京
学
芸
大
学
名
誉
教
授
）

阿
部

恒
男

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

小
山

章
二

添
島

恒
雄

田
中

晴
惇

谷
本

雄
一

中
村

一

長
谷
川

厚

古
川

和
助

松
井

公
子

眞
戸
原

昇

水
木

壽
一

矢
部

孝
志

矢
部

佑
武

柚
原

俊
一

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

佐
藤

繁

長
谷
川

宏

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
八
月
十
八
日
）

粕
谷

宏
紀

白
鳥
庄
之
助

瑞
宝
中
綬
章
を
授
け
る
（
各
通
）

岡
田

彰
吉

村
田

彰
夫

山
本

利
夫

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る
（
各
通
）

河
原

章
典

小
深
田
雅
夫

高
木

修
治

西
風

高
精

濱

春
雄

細
矢

周
造

八
田

實

山
倉

清
孝

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

伊
藤

智
夫

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
以
上
八
月
十
九
日
）

石
原

武

井
上

典
子

鵜
飼

光
治

（
財
務
事
務
官
）

大
嶋

操

太
田

卓

小
林

義
照

津
久
井
郁
夫

豊
田

守
信

長
岡
登
三
次

長
野

愛
彦

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
八
月
二
十
日
）

（
東
京
農
工
大
学
名
誉
教
授
）

清
水

賢

瑞
宝
中
綬
章
を
授
け
る

阿
部

二
朗

岩
崎

嶺
夫

菊
池

碩

橋
本

正
三

原

正
孝

半
田

利
雄

俵
川

忠
男

星
野

仁

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

浅
理

清
和

（
秋
田
県
警
部
補
）

岩
谷

一
彦

北
原
昌
一
郎

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
八
月
二
十
一
日
）

（
電
気
通
信
大
学
名
誉
教
授
）

氏
原
紀
公
雄

瑞
宝
中
綬
章
を
授
け
る

小
山

高
次

杉
本

文
三

安
井

達
夫

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る
（
各
通
）

佐
藤

司

鶴
田

陽
三

内
藤

昭
夫

西
山

治

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

遠
藤

正
Æ

大
道

政
次

鈴
木

善
泰

多
賀
谷
利
吉

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
八
月
二
十
二
日
）

岩
田

和
朗

梶
田

昌
彦

鈴
木

惣
一

辰
巳

圭
二

千
葉

福
男

寺
嶋

正
昌

廣
比

静

吉
田

房
雄

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

高
橋

傳

（
福
岡
県
警
部
）

田
島

俊
一

千
代
川
忠
男

横
川

利
治

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
八
月
二
十
三
日
）

千
葉
太
智
衛

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

笹
谷

敏
彦

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る

橋
本

佳
人

横
塚

正
七

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
八
月
二
十
四
日
）

宮
路

清
純

雪
本

義
三

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
八
月
二
十
五
日
）

木
村

芳
郎

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
八
月
二
十
六
日
）

高
橋

俊
治

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
八
月
二
十
七
日
）

（
農
林
水
産
事
務
官
）

高
崎

文
博

西
村

眞
吉

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
八
月
二
十
八
日
）

大
橋

昭
雄

刑
部

勝

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
八
月
三
十
日
）

鎌
倉

忠
徳

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
八
月
三
十
一
日
）

行
幸
啓

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
九
月
二
十
六
日
午
前
九
時
三
十

七
分
御
出
門
、
Ｕ
Ｉ
Ａ
二
〇
一
一
東
京
大
会
開
会
式
及
び

同
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
御
臨
席
の
た
め
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
（
千
代
田
区
）
へ
行
幸
啓
、
同
十
一
時
三
十
九
分
還

幸
啓
に
な
っ
た
。

御
答
信

天
皇
陛
下
か
ら
八
月
三
十
一
日
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
国
大

統
領
閣
下
へ
発
せ
ら
れ
た
御
祝
電
に
対
し
、
九
月
八
日
御

答
信
が
あ
っ
た
。

産

業

日
本
工
業
規
格

日
本
工
業
標
準
調
査
会
の
調
査
審
議
を
経
て
、
平
成
2
3

年
９
月

2
8日
に
下
記
の
日
本
工
業
規
格
を
改
正
し
た
の

で
、
工
業
標
準
化
法
（
昭
和

2
4年
法
律
第

1
8
5号
）
第

1
6

条
の
規
定
に
基
づ
き
公
示
す
る
。

平
成

2
3
年
９
月

2
8
日国
土
交
通
大
臣
前
田
武
志

記
改
正
さ
れ
た
日
本
工
業
規
格

コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
の
角
柱
供
試
体
の
採

取
方
法
及
び
強
度
試
験
方
法

Ａ
1
1
1
4

フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
空
気
量
の

容
積
に
よ
る
試
験
方
法
（
容
積
方
法
）

Ａ
1
1
1
8

拘
束
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
乾
燥
収
縮

ひ
び
割
れ
試
験
方
法

Ａ
1
1
5
1

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
中
性
化
深
さ
の
測
定
方

法
Ａ
1
1
5
2

（
内
容
省
略
）

備
考

内
容
は
、
日
本
工
業
標
準
調
査
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（

h
ttp

://w
w
w
.jisc

.g
o
.jp
）
に
お
い
て

閲
覧
に
供
す
る
。
ま
た
、
国
土
交
通
省
住
宅
局
住

宅
生
産
課
に
お
い
て
も
閲
覧
に
供
す
る
。

吾
妻
郡
東
吾
妻
町
大
字
岡
崎

4
6
0番
地
１
株
式
会
社
吾

妻
バ
イ
オ
パ
ワ
ー
の
吾
妻
郡
東
吾
妻
町
大
字
岡
崎
字
金
子

4
6
0番
地
１
吾
妻
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
に
つ
い
て
の

工
場
財
団
所
有
権
保
存
登
記
申
請
に
係
る
動
産
に
つ
き
権

利
を
有
す
る
者
、
差
押
、仮
差
押
又
は
仮
処
分
債
権
者
は
、

本
日
か
ら
3
2日
以
内
に
権
利
を
申
し
出
て
下
さ
い
。

平
成

2
3
年
９
月

2
8
日前
橋
地
方
法
務
局
中
之
条
支
局

平
成
２
３
年
（
家
）
第
１
６
３
０
号

東
京
都
文
京
区
後
楽
１
丁
目
４
番
1
0号

申
立
人
独
立
行
政
法
人
住
宅
金
融
支
援
機
構

本
籍
北
海
道
札
幌
市
手
稲
区
富
丘
５
条
５
丁
目
４
番

地
６
、
最
後
の
住
所
札
幌
市
手
稲
区
富
丘
５
条
５
丁

目
２
番
1
4号
、死
亡
の
場
所
北
海
道
札
幌
市
手
稲
区
、

死
亡
年
月
日
平
成
2
3年
１
月
1
5日
、
出
生
の
場
所
北

海
道
札
幌
郡
豊
平
町
、
出
生
年
月
日
昭
和
1
2年
３
月

2
5日
、
職
業
不
明

被
相
続
人
亡
田
中
福
太
郎

事
務
所
札
幌
市
東
区
北
3
0条
東
1
6丁
目
３
番
2
6号

相
続
財
産
管
理
人
古
田
光
生
札
幌
家
庭
裁
判
所

平
成
２
３
年
（
家
）
第
５
１
４
号

東
京
都
文
京
区
後
楽
１
丁
目
４
番
1
0 号

申
立
人
独
立
行
政
法
人
住
宅
金
融
支
援
機
構

本
籍
北
海
道
帯
広
市
自
由
が
丘
７
丁
目
１
番
地
1
0、

最
後
の
住
所
北
海
道
河
東
郡
音
更
町
木
野
大
通
東
1
4

丁
目
４
番
地
4
2、
死
亡
の
場
所
北
海
道
河
東
郡
音
更

町
、
死
亡
年
月
日
推
定
平
成
2
2年

1
1月

2
0日
、
出
生

の
場
所
北
海
道
上
川
郡
清
水
町
、
出
生
年
月
日
昭
和

3
1年
１
月
2
2日
、
職
業
不
明

被
相
続
人
亡
佐
々
木
美
彦

北
海
道
帯
広
市
東
３
条
南
1
4丁
目
８
番
地
斉
藤
道

俊
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人
弁
護
士
長
谷
川
亮

釧
路
家
庭
裁
判
所
帯
広
支
部
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